
【講義11】

国文学研究資料館における
和古書目録の作成



目次
1. 和古書目録書誌レコード作成例
▶国文学研究資料館日本古典籍書誌レコード作成要領に基づいた、
当館の和古書目録の作成について、ご紹介します。

▶情報源となる場所について説明した後は、実際に資料の画像を
見ながら書誌情報を取る演習を行います。

2. 国文学研究資料館日本古典籍書誌レコード
作成要領（別紙１）

3. 参考図書（別紙２）
▶和古書目録（含む著作典拠ファイル・著者典拠ファイル）作成
に利用している参考図書のリストです。



和古書目録書誌レコード作成例
「和古書」として扱う基準
著作の成立年

• 江戸時代まで（慶応4年以前）に成立した

• 成立年代が不明だが、慶応4年以前と考えられる

• 完結が明治改元以降だが、著作の一部が慶応4年以前に成立している

著者・言語

• 日本人が著者であれば日本語以外でもOK

• 外国人が著者でも、日本在住で日本において日本語で出版していれ
ばOK（外国語は対象外）

技法

• 版本（整版・木活字版等）、近代以前の印刷技術によるもの

• 写本（人の手で書写されたもの、写した時期は明治期以降でもOK）



 データシート



情報源（一般的な袋綴冊子の場合）
表紙

• 書名が記載されていることが多い。

• 書名を直接書いたり印刷したりする場合と、書名を書いたり印刷
したりした紙（題簽）を貼り付けた場合がある。

• 題簽ははがれている場合もある。

本朝怪談故事（第一冊･第二冊表紙）
https://doi.org/10.20730/200021175

江談抄
https://doi.org/10.20730/200018254

https://doi.org/10.20730/200021175
https://doi.org/10.20730/200018254


見返し

• 何も書かれていないものや、書名などの情報が印刷されている
ものがある。

• 過去の所有者の書き込みがある場合もある。

本朝怪談故事（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

江談抄
https://doi.org/10.20730/200018254

絵本鶯宿梅
https://doi.org/10.20730/200015819

https://doi.org/10.20730/200021175
https://doi.org/10.20730/200018254
https://doi.org/10.20730/200015819


扉

伊㔟物語（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200024924

烏羽玉霊書
https://doi.org/10.20730/200023339

https://doi.org/10.20730/200024924
https://doi.org/10.20730/200023339


序

• 本文の前にある文章。「序」と書いていないものもあるので注意

本朝怪談故事（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

神明憑談
https://doi.org/10.20730/200018234

勸闡風葉篇（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200015528

https://doi.org/10.20730/200021175
https://doi.org/10.20730/200018234
https://doi.org/10.20730/200015528


版心・柱

• 版本の紙一丁の中心部分

花押藪（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200017282

本朝怪談故事（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

https://doi.org/10.20730/200017282
https://doi.org/10.20730/200021175


凡例

本朝怪談故事（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

花押藪（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200017282

https://doi.org/10.20730/200021175
https://doi.org/10.20730/200017282


目録

• 今の本の「目次」に当たる部分

本朝怪談故事（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

花押藪（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200017282

https://doi.org/10.20730/200021175
https://doi.org/10.20730/200017282


巻首・巻頭

• 情報源としては特に重視される。

• 複数箇所に記載された情報があった場合、最優先となる。

本朝怪談故事（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

https://doi.org/10.20730/200021175


巻末

• 本文の最後。

本朝怪談故事（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

https://doi.org/10.20730/200021175


跋

• 本文の後にある文章。「跋」と書いていないものもあるので注意

怡顔斎介品（第二冊）
https://doi.org/10.20730/200018084

飲膳摘要補遺
https://doi.org/10.20730/200018106

https://doi.org/10.20730/200018084
https://doi.org/10.20730/200018106


刊記

• 多冊ものでは全ての冊にはない場合があるので注意

本朝怪談故事（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

本朝怪談故事（第四冊）
https://doi.org/10.20730/200021175

https://doi.org/10.20730/200021175
https://doi.org/10.20730/200021175


裏見返し

• 出版者の広告や以前の所有者による書き込みがされている場合が
ある。

猫の目かづら（第三冊）
https://doi.org/10.20730/200016989

勸闡風葉篇（第一冊）
https://doi.org/10.20730/200015528

https://doi.org/10.20730/200016989
https://doi.org/10.20730/200015528


情報源（冊子以外の形態の場合）
表紙（巻子）

• 巻子では一番外側の全体を包んでいる部分。外側には裂などが貼
られ、内側には金泥等が施されている場合も多い

• 表紙に題簽等が付けられていた場合には外題として取る

伊勢物語奥旨秘訣
https://doi.org/10.20730/200024602

https://doi.org/10.20730/200024602


巻首・巻頭（巻子）

• 文字通りの巻物の冒頭部分

伊勢物語奥旨秘訣
https://doi.org/10.20730/200024602

https://doi.org/10.20730/200024602


表紙（折本・畳物）

• 折本・畳物はいずれも広げると一枚の紙になる、折り畳まれたも
の。折本は長い紙が長辺方向に、畳物は縦横に折り畳まれている。

• いずれも折り畳んだときに一番外側に来る部分が表紙で、大抵そ
こだけ本紙とは別の紙が貼り付けられている。

懐中便要
https://doi.org/10.20730/200018194

東都青山繪圖
https://doi.org/10.20730/200023098

https://doi.org/10.20730/200018194
https://doi.org/10.20730/200023098


梅之與四兵衛物語梅花氷裂 https://doi.org/10.20730/200013429

 目録演習

https://doi.org/10.20730/200013429


和古書 ＊は該当に○ preno ppreno cpreno

cid wid ＊widなし

  統一書名 表 記

 　　 〃 　　  よ み

  統一著者名（よみ）

 1　表　記　 □

 　　よ　み

 2　表　記　 □

 　　よ　み

 3　表　記　 □

 　　よ　み

 4　表　記　 □

 　　よ　み

 5　表　記　 □

 　　よ　み

 6　表　記　 □

 　　よ　み

 1　著者名 役割 伝 部編等

 2　著者名 役割 伝 部編等

 3　著者名 他等 役割 伝 部編等

 刊年or書写年

 部編等

 刊年or書写年

 部編等

　巻数　 叢書巻号表示

　　冊　　 　　　数 冊 　残欠

和古書メディア表

　原資料請求記号

登録番号

＊書誌構造　 　単独（子書誌）　／　叢書　／　合綴（取り合せ本）　／　合刻・合写

 〈　　〉

種
別

種
別

形態（丁数，寸法，紙型）

記
載
著
者

種
別

種
別

種
別

―

種
別

注
　
記

備
　
考

記
　
　
載
　
　
書
　
　
名

1書肆〈地名〉or
書写者〈地名〉　
複数は ， で繰
り返し

　＊　刊　　　／　　　写　　　／　　　混

＊
　
書
 

写
 
・
 

出
 

版
 

事
 

項

2書肆〈地名〉or
書写者〈地名〉　
複数は ， で繰
り返し



　注　　記〈系〉

　　　　　　〈版〉
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資料の画像を見て採録できる情報をデータシートの赤枠内に取っていきましょう。



• 順番に情報源の画像を示して行くので、そこに含まれる書誌情報を見つけ
てデータシートに書き込んでいって下さい。

• 各情報源では、それ以前に取った内容と完全に重複する場合は１データに
まとめます。
例：第一巻と第二巻で表紙に書かれたタイトルが同じ。
※既に取った項目についての追加･訂正･補足は行う。
※このため新たに書誌項目を取らない場合もある。

• データシートに書き込む時の記述ルールは、できるだけ国文学研究資料館
日本古典籍書誌レコード作成要領（別紙１）に従って下さい。
※ 情報源から書誌情報を見つけることが第一の目的です。結果的に当館

ルールと異なる記述になっても気にしないで下さい。

 目録演習の手順

画像を使っての演習なので、情報源になりそうなとこ
ろにはどんどん丸をつけていきましょう。

国文学研究資料館蔵『南總里見八犬傳』
https://doi.org/10.20730/200014685

https://doi.org/10.20730/200014685


この演習の回答例は、題材とした資料以外の書誌も参

考にして、注記など必須以外の項目も出来るだけたく

さん取る形で講習会のために再構成したものです。

そのため、実際にデータベースで公開しているものと

は異なっている部分があります。

注意

後でデータベースを確認する際はご留意下さい。

国文学研究資料館蔵『南總里見八犬傳』
https://doi.org/10.20730/200014685

https://doi.org/10.20730/200014685


 表紙（各冊）

Q1.ここから取ることができる書誌情報の項目とその内容は？



 表紙（各冊）

A1. 冊数、記載書名（種別：外（外題･題簽題））、記載著者名
• 冊数：『３冊』
• 記載書名：『梅花氷裂（ばいかひょうれつ），外』

（※以降記載書名は『表記（よみ），種別』の形で記載する）

• 記載著者名：『醒醒斎／京傳 著』, 『一陽斎／豊國 画』
（※以降記載著者名は『姓／名役割』の形で記載する）



 表紙（各冊）

解説1
• 記載書名に部編･巻号は取らない

→「上」「中」「下」は書名に含めず「梅花氷裂」のみを取る。



 表紙（各冊）

解説1補足（画像では判断しづらい内容など）
• 表紙の下部を拡大してよく見ると似た色の紙で補修が施されていることが分かる。
• また、一部題簽がかかるが、上冊に「梅之與四兵衛譚」の朱書と○に上の墨書、下

冊に「梅之與四兵衛物語」の朱書と○に下の墨書、の打付書がそれぞれある。
• 題簽自体は何かの裏紙に手書きされたものであり、打付書より後に貼られた後補と

分かる→注記に取ることができる。（題簽・補修跡は形態注記、打付書は一般注記）



 第一冊見返し

Q2.ここから取ることができる書誌情報の項目とその内容は？
※左丁右上の蔵書印は当館のものなので記述対象外です。

見返し

当館の蔵書印



 第一冊見返し
見返し

A2.記載書名（種別：見（見返題））、刊写の別、注記（伝来注記）
• 記載書名：『梅之與四兵衛物語／梅花氷裂（うめのよしべえものがたり／ばいか

ひょうれつ）, 見』
注記（出版，伝来（蔵書印））
• 刊写の別：『刊』
• 注記：『〈伝〉（印記）「五味文庫」「野州栃木幸田嘉兵衛」。』

https://seal.dhii.jp/sealdb/detail/61052
https://seal.dhii.jp/sealdb/detail/70691


 第一冊見返し
見返し

解説2.
• 見返し題は外題とは内容が違うので、新たなデータとして取る。
• 著者の表記は表紙と同じなのでデータの訂正はなし。
• 蔵書印はできるだけ読む。（判読不能文字は□でとる）

• 蔵書印が一文字も読めないときは色や形を記録すると良い。
• 書き込みは必要に応じて取るが、単なる冊数のメモなのでこの演習では取らない。



 第一冊見返し
見返し

解説2.補足
• 「梅之與四兵衛物語」と「梅花氷裂」が分かれているので当館では「／」を入れて

一つながりではないことを示している。
• 右下に□□□／雙鶴□（堂？）／繍□（梓？）とある。版元の可能性が高いが、確

証がないのでここでは取らないが、注記に記述しても良い。
• 左側の漢詩は序文ではないので書誌情報には取らないが、注記に記述しても良い。



 第一冊述意

Q3.ここから取ることができる書誌情報の項目とその内容は？



 第一冊述意

A3.注記（一般注記）
• 注記：『〈般〉上冊に文化三年醒醒斎京傳の述意あり。』



 第一冊述意

解説3.
• この年記はあくまで「述意」が書かれた年なので出版年としては取らず、注記とし

て取る。
• 序文や跋文に年記がある場合も同様に序跋注記でとる。



 第一冊目録・本文冒頭

Q4.ここから取ることができる書誌情報の項目とその内容は？



 第一冊目録・本文冒頭

A4.記載書名（種別：柱（柱題）目（目録題）、内（内題・巻首題））
• 記載書名：『梅花（ばいか）,柱』
• 記載書名：『梅花氷裂（ばいかひょうれつ）,目・外』
• 記載書名：『梅之與四兵衛物語梅花氷裂（うめのよしべいものがたりばいかひょうれ

つ）,内』



 第一冊目録・本文冒頭

解説4.
• 柱題・内題は初めて出る表記なので新たに取る
• 目録題は外題と同じ表記なので種別のみ追加するが「目録」は書名に含めない
• 書名にふりがながある時は、現代仮名遣いに直してよみとして取る
• 著者名の表記が表紙等と違うので取っても良い（今回は画者と一揃いで取るため見返しの

表記を採用する）



 第二・三冊本文冒頭

Q5.ここから新たに取る書誌情報はあるか？ある場合の項目とその内容は？



 第二・三冊本文冒頭

A5.新たに取る情報はない
解説5
• 内題・柱題の表記はいずれも上冊と同じ
• 記載著者も上冊と同様の判断で修正しない
• 蔵書印も上冊と同じものであり、複数あっても捺印位置までは記録しない



 第二・三冊本文冒頭

解説5補足
• 続き物の資料では見返しは第一冊のみの場合も多い
• 中冊最初の齣番号が目録と異なっているが、記述対象外



 第一冊本文末尾・後ろ見返し

Q6.ここから取ることができる書誌情報の項目とその内容は？



 第一冊本文末尾・後ろ見返し

A6.記載書名（種別：尾（尾題））、注記（伝来注記）
• 記載書名：記載書名：『梅花氷裂（ばいかひょうれつ）,目・尾・外』
• 注記：『〈伝〉（印記）「五味文庫」「野州栃木幸田嘉兵衛」「野州栃木幸田」，
（墨書）「麹町三丁目三崎屋左兵衛」。』

https://seal.dhii.jp/sealdb/detail/70692


 第一冊本文末尾・後ろ見返し

解説6.
• 尾題は外題等と同じ表記なので種別のみ追加
• 「終」は部編名や「目録」と同様に表題には含めない
• 丸い印は四角い印と印記は似かよっているが、別物なので別途取る。印記だけでは

違いが分からないときは、枠の形を取っても良い。（同じ印が複数押されているときは最も読

み取りやすいものから取る）



 第二冊本文末尾・後ろ見返し

Q7.ここから新たに取る書誌情報はあるか？ある場合の項目とその内容は？



 第二冊本文末尾・後ろ見返し

解説7.
• 尾題・蔵書印とも既に取ったもの。

A7.特になし。



 第三冊本文末尾

Q8.ここから新たに取る書誌情報はあるか？ある場合の項目とその内容は？



 第三冊本文末尾

A8.注記（一般注記）
• 注記：『〈般〉上冊に文化三年醒醒斎京傳の述意あり，下冊巻末に広告あり。』



 第三冊本文末尾

解説8.
• 尾題は既に取ったもの
• 「梅花氷裂後編 三冊 近刻」はこの資料そのものの情報ではないので、一般注記

として取る。「広告あり」とのみ取ったが、内容を詳しく書いても良い。



 第三冊巻末

Q9.ここから新たに取る書誌情報はあるか？ある場合の項目とその内容は？



 第三冊巻末

A9.出版事項
• 出版事項：『鶴屋／喜右衛門〈江戸〉，鶴屋／金助〈江戸〉，文化４』



 第三冊巻末

解説9.
• 出版者は記載された順番通りに取る。
• 出版地は都市名を記載し、町村名までは取らない。
• 出版年は元号と年のみ取り、干支や月日までは取らない。
• 右丁から「骨董集」までは広告の続きなので新たに取ることはしない。



 第一～三冊裏表紙

Q10.ここから新たに取る書誌情報はあるか？ある場合の項目とその内容は？



 第一～三冊裏表紙

A10. 注記（伝来注記）
• 注記：『〈伝〉（印記）「五味文庫」「野州栃木幸田嘉兵衛」「野州栃木幸田」，

（墨書）「麹町三丁目三崎屋左兵衛」「幸田氏」「□田氏」。』



 第一～三冊裏表紙

解説10.
• 墨書の「幸田氏」は初出なので注記に追加する。
• 「氏」の字にかかるように押された印は既に取ったもの。
• 第三冊の最初の文字は判別できないので、別途「□田氏」で取った。
• 書き込みが所蔵者によると判断できない場合は一般注記で取っても良い。



 全冊を通して

Q11.資料全体を通しての情報から以下の情報はどのように記載するか？
• この資料の巻数
• 今まで取ってきたもの以外の注記

※画像からは大きさを測ることが出来ないため、今回の演習では設問から外しています。
実際に目録を取る場合には、大きさも測って下さい。
（この資料の大きさは、22.5×15.8cmの半紙本です）



 全冊を通して

A11.
• 巻数：『上中下』
• 注記：『〈般〉上冊に文化三年醒醒斎京傳の述意あり，下冊巻末に広告あり，絵入
本。』

解説10.
• 本文冒頭に上冊・中冊・下冊とあるが「冊」は巻数に取らないので「上中下」。
• 挿絵等がある場合には、利用者に判るよう一般注記に記載すると良い。



 全冊を通して

解説11.補足
• この資料では題簽と本文冒頭とで巻次が一致しているが、もし一致していなければ本

文冒頭を優先する
• 挿絵がある丁の下の方を見ると灰色に汚れているが、現物を見ると何度もめくられた

ことにより、すれて付いたものだと分かる。こうした劣化などは取り扱う際の注意事
項にもなるので「本文手ずれ」などと取ると良い（他に虫損・水濡れ・カビなど）



 著作の検索

解説
• ここまでで見つけた書誌情報から国書データベースの詳細検索画面で「書名」に

「梅花氷裂」、「著者名」に「京伝」と入力して検索すると1件著作が見つかった。
※記載箇所によって表記にゆれがあるので、共通している文字列を新字体に直して「梅
花氷裂」と「京伝」を検索語にした。



 著作の検索

解説
• 別書名と著者がこの資料と合致し、文化4年版が存在するので「112527」をwidに取る
• また、別書名のよみをよく見ると「うめのよしべえものがたり」となっていてふりが

なとは異なっているので、「記載書名のよみはふりがなによる。」と一般注記に追加
する。

• なお、著作の情報だけでは確信が持てない場合は、書誌に画像があれば見比べる。



 データシート



和古書 ＊は該当に○ preno ppreno cpreno

cid wid ＊widなし

  統一書名 表 記

 　　 〃 　　  よ み

  統一著者名（よみ）

 1　表　記　 □ 梅花氷裂 目・尾・外

 　　よ　み ばいかひょうれつ

 2　表　記　 □ 梅之與四兵衛物語／梅花氷裂 見

 　　よ　み うめのよしべえものがたり／ばいかひょうれつ

 3　表　記　 □ 梅花 柱

 　　よ　み ばいか

 4　表　記　 □ 梅之與四兵衛物語梅花氷裂 内

 　　よ　み うめのよしべいものがたりばいかひょうれつ

 5　表　記　 □

 　　よ　み

 6　表　記　 □

 　　よ　み

 1　著者名 醒醒斎／京傳 役割 著 伝 部編等

 2　著者名 一陽斎／豊國 役割 画 伝 部編等

 3　著者名 役割 伝 部編等

 4　著者名 他等 役割 伝 部編等

鶴屋／喜右衛門〈江戸〉，鶴屋／金助〈江戸〉

 刊年or書写年 文化４

 部編等

 刊年or書写年

 部編等

　巻数　 上中下 叢書巻号表示

　　冊　　 　　　数 3 冊 　残欠

２２．５×１５．８ｃｍ，半
和古書メディア表

　原資料請求記号

登録番号

＊書誌構造　 　単独（子書誌）　／　叢書　／　合綴（取り合せ本）　／　合刻・合写

 〈　　〉

112527

記
　
　
載
　
　
書
　
　
名

種
別

種
別

種
別

種
別

種
別

種
別

―

備
　
考

注
　
記

記
載
著
者

＊
　
書
 

写
 
・
 

出
 

版
 

事
 

項

1書肆〈地名〉or
書写者〈地名〉
複数は ， で繰
り返し

2書肆〈地名〉or
書写者〈地名〉
複数は ， で繰
り返し

　＊　刊　　　／　　　写　　　／　　　混

形態（丁数，寸法，紙型）



　注　　記〈系〉

　　　　　　〈版〉

　　　　　　〈写〉

　　　　　　〈書〉

　　　　　　〈叢〉

　　　　　　〈著〉

　　　　　　〈形〉

　　　　　　〈刊〉

　　　　　　〈成〉

　　　　　　〈序〉

　　　　　　〈奥〉

　　　　　　〈伝〉 （印記）「五味文庫」「野州栃木幸田嘉兵衛」「野州栃木幸田」，（墨書）「麹町三丁目三崎屋左兵衛」

「幸田氏」「□田氏」 。

　　　　　　〈般〉 上冊に文化三年醒醒斎京傳の述意あり，下冊巻末に広告あり，絵入本，記載書名のよみはふりが

なによる。



国文学研究資料館蔵『南總里見八犬傳』 https://doi.org/10.20730/200014685

目録演習は以上です。
お疲れ様でした。

https://doi.org/10.20730/200014685


国文学研究資料館蔵『南總里見八犬傳』 https://doi.org/10.20730/200014685

ここからは、演習とは異なる資料の
場合を例題として紹介していきます。

https://doi.org/10.20730/200014685


不知火草紙／旧名敵討天神利生記 https://doi.org/10.20730/200021189

https://doi.org/10.20730/200021189


 表紙（各冊）

例題1.ここから取ることができる外題は？



回答1. 以下の２つ
• 『菅原附録／繪本不知火草紙（すがわらふろく／えほんしらぬいそうし）』
• 『菅原附録／繪本不知火艸紙（すがわらふろく／えほんしらぬいそうし）』

 表紙（各冊）



解説１
• 意味が同じでも異体字･別字を使っているときは別の書名として取る。
• 『草』と『艸』は別の漢字なので、それぞれを書名として取る必要がある。

 表紙（各冊）



 本文冒頭（各巻）

例題2.ここから取ることができる内題は？

前編後編



 本文冒頭（各巻）

回答2.以下の6つ
• 『不知火草紙／旧名敵討天神利生記（しらぬいそうし／きゅうめいかたきうちてんじんりしょうき）』
• 『不知火草紙（しらぬいそうし）』
• 『菅原附録／繪本不知火草紙（ すがわらふろく／えほんしらぬいぞうし ）』
• 『菅原附録／繪本不知火雙紙（ すがわらふろく／えほんしらぬいぞうし ）』
• 『菅原附録／繪本不知火叢紙（ すがわらふろく／えほんしらぬいそうし ）』
• 『菅原附録／繪本不知火叢紙（ すがわらふろく／えほんしらぬいぞうし ）』



 本文冒頭（各巻）

解説2.
• 外題と同様に巻首題も各巻によって使用している文字が変わることがある。
• 振り仮名をよく見ると、濁音だったり清音だったりが巻によって違うことがある。
• 一文字だけ違う場合には見落とすこともあるので要注意。



 第十冊目録冒頭・本文冒頭・末尾

解説2（続き）
• 一冊の資料でも、このように外題・目録第・内題・尾題が全て異なっている場合が

ある。
• 書名のありそうな場所は一通り確認し、それぞれの書名を書誌情報として記載箇所

も含めて採録すること。

※蔵書印は「英国／薩道蔵書」（巻五目録下）「城戸元亮」（巻五目録上） 「城戸」「元亮」（巻之五大尾下）

https://seal.dhii.jp/sealdb/detail/61162
https://seal.dhii.jp/sealdb/detail/61163
https://seal.dhii.jp/sealdb/detail/70902


 第二冊冒頭・末尾・第三冊冒頭・末尾

例題3.ここから読み取れることは？

第二冊末尾第三冊冒頭第三冊末尾 第二冊冒頭



 第二冊末尾・第三冊冒頭・末尾

回答3.不知火草紙巻之二は第二冊と第三冊の２冊にわたっている。

解説3.
• 第二冊の末尾と第三冊冒頭の文章が繋がっている。
• 第三冊末尾に「不知火草紙巻之二終」とある。
• 現代の本は一冊毎に巻次が変わることが殆どだが、和古書ではそうではない場合も

あるので注意すること。また、この資料のように分冊された後半部分は表紙の後に
いきなり本文が始まっている場合もある。

第二冊冒頭第二冊末尾第三冊冒頭第三冊末尾



うす俤まぼろしにつき https://doi.org/10.20730/200016310

https://doi.org/10.20730/200016310


 表紙（一部抜粋）

例題4.ここから取ることができる外題は？

十四編下 十一編上 八編上



回答4. 以下の１つのみ
• 『うすおもかけまほろし日記（うすおもかげまぼろしにっき）』

 表紙（一部抜粋）

十四編下 十一編上 八編上



解説4.
• これらの外題は一見「宇須お母佳計磨保呂志日記（八編上） 」「うすおも可けまほ

ろし日記（十一編上）」「う寸お毛か遣満本呂し日記（十四編下）」と異なった表
記に見える。しかし、実際には変体仮名を使ったものであり目録を取るときには現
行のかなで取るため、いずれも「うすおもかけまほろし日記」と同じ表記になる。

 表紙（一部抜粋）

十四編下 十一編上 八編上



北越雪譜 https://doi.org/10.20730/200019786

https://doi.org/10.20730/200019786


 各冊題簽・本文冒頭

例題5.この場合の巻数はどう取る？



 各冊題簽・本文冒頭

回答5.
• 巻数：『初編巻之上中下・二編巻一～四』
• 注記：『〈般〉絵入本，題簽は初編上中下之巻・二編春夏秋冬の記載』



 各冊題簽・本文冒頭

解説5.
• 情報源としては表紙よりも本文冒頭が優先なので、巻数は本文冒頭の表記を基に取

る。
• 題簽に書かれた表記も必要な情報なので、一般注記に記載する。



 第四冊見返し・序文冒頭

例題6.ここにある書名とその種別を全部みつけてみよう



 第四冊見返し・序文冒頭

回答6.「北越雪譜」が3種、「雪譜」が1種
• 記載書名：『北越雪譜（ほくえつせっぷ）, 見・序首・序中』
• 記載書名：『雪譜（せっぷ）, 柱』



 第四冊見返し・序文冒頭

解説6.
• 序文の中に書名が書かれていることがある。見つけられたら「序中題」としてとる。



現代の図書書誌と特に違う点
どの場所に、どのように記載されているのかが重要

• 一冊の資料でも、記載されている書名が場所によって異なる場合が
ある。

※変体仮名は字母が違っていても「かなでとる」と目録上は同じ表記になる。

• 多冊ものでは、同じ場所であっても記載されている書名が巻・冊に
よって異なる場合がある。

→記載された場所と表記が揃って一つの情報になる。

→同じ書名が使われていればそのことが一つの情報になる。

→書名以外の情報でも、同じ事を違う表記にしていたらそれは情報。

資料が完成した後の情報も大切

• 誰が持っていたのか、どんな風に今まで伝わってきたのかも情報に
なる

→蔵書印や過去の所有者による書き込みも出来れば注記で取る。

→経年で傷んだり、装丁が変更されたりしたら、それも情報。



おまけ（ささやかなリンク集）
資料の形態・部位や用語を調べる

和書のさまざま―国文学研究資料館通常展示
図録

http://id.nii.ac.jp/1283/00003721/

くずし字を探す

『史的文字データベース連携検索システム』
(奈良文化財研究所)

https://mojiportal.nabunken.go.jp/ja/

蔵書印を探す

『蔵書印ツールコレクション』 (人文情報学研究所)

https://seal.dhii.jp/

http://id.nii.ac.jp/1283/00003721/
https://mojiportal.nabunken.go.jp/ja/
https://seal.dhii.jp/


国文学研究資料館蔵『南總里見八犬傳』 https://doi.org/10.20730/200014685

「国文学研究資料館における
和古書目録の作成」は

以上です。

https://doi.org/10.20730/200014685

